
１１月７日、京都府農業協同組合中央会主催の「府内 JA 営

農指導活動発表会」が京都ＪＡビルにて開催されました。 

府内５JA から各 JA より 1 人、計５人の営農指導担当者が

出場し、日頃の活動実績を発表しました。 

当 JA からは、西南部経済センターの齊藤篤副センター長が

「京おくら産地化への取組」と題して、技術指導から販売促進活

動、品目の PR活動など、JA、行政、生産者が一体となった「京

おくら」振興に係る活動について発表を行い、府内 JA 営農指

導活動発表会の最高位となる最優秀賞を受賞しました。 

JA の経営刷新３ヵ年計画に基づき、新たな品目導

入による新規産地の立ち上げから、栽培面での課題を

克服しながら解決策を導き、販売面においても規格外

品の新たな販売から、出荷調整作業の課題解決策とし

て、福祉サービス事業との連携など、確実に産地拡大

に取り組んでいることなどが高く評価されました。 

来る１１月２９日、京都 JA ビルで、近畿ブロック大会

が開催され、京都府代表として、実績報告を行います。 

目指せ！全国大会！！ 

「淀ねぎの会」は若手地元生産者の組織で、技術や経営の向

上、交流を目的として活動されています。11月の定例会では、

会員の各栽培圃場土壌の診断結果について、荒木技術顧問から

解説を行いました。地域特有である砂質土壌が大半でリン酸の

過剰傾向は見られるものの大きな問題はありませんでした。ま

た、ネギの水分ストレス状態が原因の葉枯れ症状についても対

策について説明を行いました。 
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淀ねぎの会１１月定例会にて土壌診断報告会を開催しました 



 


